
大型魚礁設置事業
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A 適地調査

調査目的

沿岸漁業の近代化を目指して，実施されつ hある沿岸漁業構造改善事業の一環として，大型魚

礁を設置せんとするにあたり，その投資効果を最大限に発揮し得る魚礁設置適地を見出すため，

当該海域の自然的条件ならびに，関係漁村の経済的条件を調査した。

E 調査内容

1.調査場所

豆館村沖，小泊村沖，岩崎村沖の 3海域及陸上調査

2. 調査期間

イ 平館村沖合 4之 4.24-42 4. 27 

ロ小泊村沖合 4え 1 Q. 1 3 四回 42. 1 O. 1 4 

ハ岩崎村沖合 42.12.25 'ー 42.12.27

3. 調査項目

イ 海上調査 水深，底質，海底的形，潮流

ロ陪上調査 漁船，漁法，漁場，生産高，出漁日数，その他

目 調査方法
28KC 

1. 水深，海底的形の調査は魚群探知機(産研ニューテレピグラフ s-379型 77 )による。
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~底質 探泥器による。

五 調査海域図 5万分の 1地国を縦横 1.000m折目構成し，その線上を試験船を航走させ，

底質は 2.000m脅さEに採取した。

4. 陸上調査 主として既存資料および統計資料により調査し不足分は関係漁協から閤き取り

によった。

W 調査概要

1.平飴沖

会別町〈弁天i崎以東)事館村(3']:回以北)脇野沢村(光海崎以;1[:)佐井村(牛滝以南)沖合

海面の調査面積 19 5 Krri'，水深測定点 240点，底質調査点 11 4点について海上調査を実施

した。

一方，階上謂査では，今別町，五銭村(石!崎， j!f;回今津〕の各漁協について調査した。

2. 小泊 沖

小泊村沖合海面の調査面積 53 Krn2，水深測定点 69点について海上調査を実施した。

陵上調査は.11、f九下時の各漁協について既存資料及間取りにより調査した。
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3. 岩崎沖

岩崎村(黒崎以北)沖合海面の調査面積 53Km2• 水深測定点 65 点， t采泥点、 3 1点について

海上調査を実撤した。

なお陸上調査は，深浦町，岩崎村の各漁協について既存資料ならびに聞き取りにより実施した。

V 調査結果

1. jjZ館沖

明神崎灯台から真方位 25度 6，000mの点(水深 80m)に適地を設定した。(42年度

2，7 0 0個授入完了)

2. 小泊沖

小泊港灯台から真方位 332度 4，800m (水深 60m) の点に適地を設定した。

3. 岩 崎 沖

岩崎村弁天島から 234度(磁針方位) 3.750mの点に適地な設定したO

B 効果認定調査

調査目的

昭和 41年度に深浦地区に設置された大型魚礁について，設置後における重積の状況ならびに

生産効果および漁民の利用度を究明し本事業による経済効果を判定する。

E 調 査 内 容

1. 課査場所 深浦町沖合における魚礁設置筒所周辺

2. 調査期間 昭和 42年 4月~会43年 5月

A 陸上調査昭和 42年 4月'28日~会43年 5月 1日

B 海土調査昭和 42年 10月11日~会42年 10jj12日

E 調査項目

1. 時上調査 漁民の依存度，漁獲量の推移，魚種の推移

2. 海上調査 魚礁の童橋状況，魚群反応.鹿賀標本船調査による漁場価値の比較

W 調査方法

J壇上調査は既存資料漁協資料から蒐集，海上調査は調査図にもとづき，魚群探知機，採泥器

ιより実施した。

V 調査 結 果

J.~ì，礁設置前と;安置後の比較において設置場所周辺への出漁や船は 1 3隻程度で変りはないが，

出漁日教については，設置後 4倍(40臼)に憎えている。

設穫後の現象としては，メパノレの漁獲がみえ粉め，標本船の資料によれば. 4 1年会上廻る漁獲

量を示している。これは隣村松崎村におけるアイナメが減少傾向にあるのに深浦では漸増傾向に

あることから，魚礁設置の効果とも判断される。

魚探により魚礁の重治状況をみると，魚礁投入地点を田心に 600mの範囲にわたって記録され，

段高町 4段の重積が明確にみられ付近には濃厚な魚群反応が認められた。
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標本調査によれば魚礁の利用は 5月から 8月までに鼠られ，出漁回数は 5月の 93 '?h (設置箇所

も含めた漁場への出漁回数を 100%とする。)から 8月の 23%まで逐次低下し，出漁隻数も

5月の 59%から 8月の 8.7%まで同様低下の傾向にある。

魚礁周辺における漁獲依存度は毎月の標本船の総漁獲量に対し. 5月 68.5oj，から 8舟 3.9係ま

で.ソイについては. 5月 96.5oj，から 8月 3.9労まで，アイナメについては 6月 10日係から 8

月 755%まで低下し，メパルについては 5月 8.3必から 8月 3.9%まで，アイナメについては6

月 10日必から 8月 75.5必まで低下し，メパノレについては 5月 8.3%から 8月1.2婚まで低下し

ている。

四考 察

以上の調査結果から魚、礁設置 1年目において全面的な効果lま認め難いが，新たな魚種:の添加，

利用度の増大，漁獲号の増加など逐次生度効果I曽大の兆候が見受けられる。
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